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【条例】

番 号 表 題 担当課名

１※ 徳島県危機管理環境関係手数料条例の一部 危機管理政策課

を改正する条例

２※ 徳島県生活環境保全条例の一部を改正する 環境管理課

条例

３※ 徳島県経営戦略関係手数料条例の一部を改 総務課

正する条例

４※ 職員の給与に関する条例及び一般職の任期 人事課

付研究員の採用等に関する条例の一部を改

正する条例

５※ 知事等の給与に関する条例の一部を改正す 同

る条例

６※ 職員の育児休業等に関する条例の一部を改 同

正する条例

７※ 徳島県の事務処理の特例に関する条例の一 同

部を改正する条例

８※ 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関 同

する条例の一部を改正する条例

９※ 徳島県税条例等の一部を改正する条例 税務課

１０※ 徳島県文化の森総合公園文化施設条例の一 文化の森振興

部を改正する条例 センター



【条例】

番 号 表 題 担当課名

１１※ 東京オリンピック・パラリンピック徳島未 スポーツ振興課

来創造基金条例の一部を改正する条例

１２※ 徳島県国民健康保険財政安定化基金条例の 国保・自立支援課

一部を改正する条例

１３※ 徳島県商工労働観光関係手数料条例の一部 商工政策課

を改正する条例

１４※ 徳島県農林水産関係手数料条例の一部を改 農林水産政策課

正する条例

１５※ 畜舎等の建築等及び利用の特例に関する法 畜産振興課

律施行条例

１６※ 徳島県県土整備関係手数料条例の一部を改 県土整備政策課

正する条例

１７※ 徳島県学校職員定数条例の一部を改正する 教育委員会

条例

１８※ 徳島県学校職員給与条例の一部を改正する 同

条例

１９※ 徳島県会計年度任用学校職員の給与及び費 同

用弁償に関する条例の一部を改正する条例

２０※ 徳島県地方警察職員の給与に関する条例及 公安委員会

び一般職の任期付研究員の採用等に関する

条例の一部を改正する条例

２１※ 徳島県会計年度任用警察職員の給与及び費 同

用弁償に関する条例の一部を改正する条例

２２※ 徳島県警察関係手数料条例の一部を改正す 同

る条例



【
公
布
さ
れ
た
条
例
等
の
あ
ら
ま
し
】

●

徳
島
県
危
機
管
理
環
境
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
一
号
）

一

高
圧
ガ
ス
保
安
法
施
行
令
の
規
定
に
基
づ
く
製
造
保
安
責
任
者
試
験
等
の
実
施
に
係
る
手
数
料
の

額
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

二

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
保
安
確
保

機
器
の
設
置
及
び
管
理
の
方
法
の
認
定
の
申
請
に
対
す
る
審
査
等
に
係
る
手
数
料
の
額
を
改
め
る
こ

と
と
し
た
。

三

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
生
活
環
境
保
全
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
二
号
）

一

ば
い
煙
発
生
施
設
に
該
当
す
る
ボ
イ
ラ
ー
の
規
模
要
件
に
つ
い
て
、
伝
熱
面
積
に
関
す
る
基
準
か

ら
燃
料
の
燃
焼
能
力
に
関
す
る
基
準
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

三

一
に
つ
い
て
、
所
要
の
経
過
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
経
営
戦
略
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
三
号
）

一

行
政
書
士
試
験
の
施
行
に
係
る
手
数
料
の
額
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
条
例
第
四
号
）

一

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

期
末
手
当
に
つ
い
て
、
支
給
割
合
を
百
分
の
百
二
十
（
特
定
幹
部
職
員
に
あ
っ
て
は
、
百
分
の
百

）
と
す
る
こ
と
と
し
、
ま
た
、
再
任
用
職
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
、
支
給
割
合
を
百
分
の
六
十
七

・
五
（
特
定
幹
部
職
員
に
あ
っ
て
は
、
百
分
の
五
十
七
・
五
）
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

二

一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

期
末
手
当
に
つ
い
て
、
支
給
割
合
を
百
分
の
百
六
十
二
・
五
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

三

そ
の
他

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

令
和
四
年
六
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
に
関
す
る
特
例
措
置
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

●

知
事
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
五
号
）

一

期
末
手
当
に
つ
い
て
、
支
給
割
合
を
百
分
の
百
六
十
二
・
五
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

三

令
和
四
年
六
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
に
関
す
る
特
例
措
置
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

●

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
六
号
）

一

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
及
び
部
分
休
業
の
取
得
要
件
の
う
ち
在
職
期
間
の
要
件
を
廃
止
す
る
こ

と
と
し
た
。

二

任
命
権
者
は
、
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置
等
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。

三

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
七
号
）

一

町
が
処
理
し
て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
の
事
務
の
範
囲
を
改
め

る
こ
と
と
し
た
。



二

租
税
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

三

そ
の
他
所
要
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

四

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
三
に
つ
い
て
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
八

号
）

一

期
末
手
当
に
つ
い
て
、
支
給
割
合
を
百
分
の
百
二
十
五
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
九
号
）

一

ガ
ス
供
給
業
の
う
ち
導
管
ガ
ス
供
給
業
及
び
特
定
ガ
ス
供
給
業
以
外
の
事
業
に
対
す
る
法
人
の
事

業
税
の
額
に
つ
い
て
、
他
の
一
般
の
事
業
と
同
様
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

二

ガ
ス
供
給
業
の
う
ち
特
定
ガ
ス
供
給
業
に
対
す
る
法
人
の
事
業
税
の
額
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る

金
額
の
合
計
額
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

１

各
事
業
年
度
の
収
入
金
額
に
百
分
の
〇
・
四
八
を
乗
じ
て
得
た
金
額

２

各
事
業
年
度
の
付
加
価
値
額
に
百
分
の
〇
・
七
七
を
乗
じ
て
得
た
金
額

３

各
事
業
年
度
の
資
本
金
等
の
額
に
百
分
の
〇
・
三
二
を
乗
じ
て
得
た
金
額

三

資
本
金
の
額
又
は
出
資
金
の
額
が
一
億
円
を
超
え
る
普
通
法
人
に
対
す
る
法
人
の
事
業
税
の
所
得

割
に
つ
い
て
、
年
八
百
万
円
以
下
の
所
得
に
係
る
軽
減
税
率
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

四

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

五

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
四
の
一
部
に
つ
い

て
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
文
化
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
十
号
）

一

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
集
会
等
の
た
め
の
用
具
（
以
下
「
用
具
」
と
い
う
。
）
を
新
た
に
県

民
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
と
し
た
。

二

用
具
の
利
用
の
手
続
を
定
め
る
と
と
も
に
、
当
該
用
具
の
使
用
料
の
額
は
、
規
則
で
定
め
る
こ
と

と
し
た
。

三

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
徳
島
未
来
創
造
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条

例
第
十
一
号
）

一

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
係
る
本
県
へ
の
選
手
等
の
受
入
れ
に
際
し
て

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
に
関
す
る
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
に
伴
う
所
要
の
整
理

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

二

題
名
を
「
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
未
来
創
生
基
金
条
例
」
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

三

徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
未
来
創
生
基
金
に
つ
い
て
、
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
及
び
文
化
に
対
す
る
関

心
を
高
め
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
参
加
す
る
社
会
的
機
運
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
の
国
際
競
技
大
会
の
成
果
を
継
承
し
、
本
県
の
ス
ポ
ー
ツ
及
び
文
化
を
振

興
す
る
こ
と
に
よ
り
、
活
力
あ
る
徳
島
の
未
来
を
創
生
す
る
事
業
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
こ
と
と

し
た
。

四

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
国
民
健
康
保
険
財
政
安
定
化
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
十
二
号
）



一

徳
島
県
国
民
健
康
保
険
財
政
安
定
化
基
金
に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険
の
安
定
的
な
財
政
運
営
の

確
保
に
要
す
る
額
を
徳
島
県
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
る
場
合
に
処
分
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

二

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

三

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
二
の
一
部
に
つ
い

て
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
商
工
労
働
観
光
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
十
三
号
）

一

電
気
工
事
士
免
状
の
書
換
え
に
係
る
手
数
料
の
額
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
農
林
水
産
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
十
四
号
）

一

畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
等
の
規
定
に
基
づ
く
次
に
掲
げ
る
事
務
に
係

る
手
数
料
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

１

畜
舎
建
築
利
用
計
画
の
認
定
の
申
請
に
対
す
る
審
査

２

畜
舎
建
築
利
用
計
画
の
認
定
等
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付

３

認
定
畜
舎
建
築
利
用
計
画
の
変
更
の
認
定
の
申
請
に
対
す
る
審
査

４

認
定
畜
舎
等
の
仮
使
用
の
認
定
の
申
請
に
対
す
る
審
査

５

認
定
畜
舎
等
の
譲
渡
及
び
譲
受
け
の
認
可
の
申
請
に
対
す
る
審
査

６

認
定
計
画
実
施
者
で
あ
る
法
人
の
合
併
の
認
可
の
申
請
に
対
す
る
審
査

７

認
定
計
画
実
施
者
で
あ
る
法
人
の
分
割
の
認
可
の
申
請
に
対
す
る
審
査

８

畜
舎
等
の
敷
地
と
道
路
と
の
関
係
に
関
す
る
制
限
を
適
用
し
な
い
こ
と
と
す
る
た
め
の
認
定
の

申
請
に
対
す
る
審
査

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
条
例
第
十
五
号
）

一

崖
の
上
端
面
の
位
置
若
し
く
は
下
端
面
の
位
置
又
は
崖
に
畜
舎
等
の
建
築
等
を
す
る
場
合
に
お
け

る
畜
舎
等
の
敷
地
及
び
構
造
に
関
す
る
制
限
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

二

都
市
計
画
区
域
（
市
街
化
区
域
及
び
用
途
地
域
を
除
く
。
）
内
に
畜
舎
等
の
建
築
等
を
す
る
場
合

に
お
け
る
畜
舎
等
の
敷
地
と
道
路
と
の
関
係
に
関
す
る
制
限
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

三

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
県
土
整
備
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
十
六
号
）

一

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
次
に
掲
げ
る
事
務
に
係

る
手
数
料
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

１

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
に
関
す
る
計
画
の
認
定
の
申
請
に
対
す
る
審
査

２

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
に
関
す
る
計
画
の
認
定
の
更
新
の
申
請
に
対
す
る
審
査

３

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
に
関
す
る
計
画
の
変
更
の
認
定
の
申
請
に
対
す
る
審
査

二

宅
地
建
物
取
引
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
宅
地
建
物
取
引
士
資
格
試
験
の
実
施
に
係
る
手
数
料
を
改

め
る
こ
と
と
し
た
。

三

租
税
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

四

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
学
校
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
十
七
号
）

一

県
立
学
校
の
職
員
の
定
数
を
二
千
六
百
七
人
に
、
県
費
負
担
教
職
員
の
定
数
を
四
千
七
百
六
十
人



に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
学
校
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
十
八
号
）

一

学
校
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
給
与
改
定

と
同
様
の
改
定
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
条
例
第
十
九
号
）

一

会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
適
用
を
受
け
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
改
定
と
同
様
の
改
定
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
地
方
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
二
十
号
）

一

警
察
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
給
与
改
定

と
同
様
の
改
定
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
会
計
年
度
任
用
警
察
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
条
例
第
二
十
一
号
）

一

会
計
年
度
任
用
警
察
職
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
適
用
を
受
け
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
改
定
と
同
様
の
改
定
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
二
十
二
号
）

一

銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
所
持
の
許
可
証
の
書
換
え
に
係
る
手
数
料
の
額
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

二

運
転
技
能
検
査
等
に
係
る
手
数
料
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

三

認
知
機
能
検
査
等
に
係
る
手
数
料
の
額
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

四

チ
ャ
レ
ン
ジ
講
習
等
に
係
る
手
数
料
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

五

若
年
運
転
者
講
習
に
係
る
手
数
料
は
、
指
定
講
習
機
関
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し

た
。

六

そ
の
他
所
要
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

七

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
五
月
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
六
の
一
部
に
つ

い
て
は
公
布
の
日
か
ら
、
一
に
つ
い
て
は
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。



徳
島
県
危
機
管
理
環
境
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
危
機
管
理
環
境
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
六
年
徳
島
県
条
例
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
五
十
四
の
項
の
イ
中
「
九
千
三
百
円
」
を
「
一
万
千
六
百
円
」
に
、「
八
千
八
百
円
」
を
「
一
万
千
百
円
」
に
改
め
、
同
項
の
ロ
中
「
八
千
七
百
円
」
を
「
一
万
三
百
円
」

に
、「
八
千
二
百
円
」
を
「
九
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
項
の
ハ
及
び
ニ
中
「
九
千
三
百
円
」
を
「
一
万
千
六
百
円
」
に
、「
八
千
八
百
円
」
を
「
一
万
千
百
円
」
に
改
め
、
同
項
の
ホ
中
「
八

千
七
百
円
」
を
「
一
万
三
百
円
」
に
、「
八
千
二
百
円
」
を
「
九
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
五
十
五
の
項
の
イ
中
「
七
千
九
百
円
」
を
「
九
千
円
」
に
、「
七
千
四
百
円
」
を
「
八
千
五

百
円
」
に
改
め
、
同
項
の
ロ
中
「
六
千
二
百
円
」
を
「
七
千
二
百
円
」
に
、「
五
千
七
百
円
」
を
「
六
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
七
十
一
の
項
の
ハ
中
「
十
一
万
円
」
を
「
九
万
八
千

円
」
に
改
め
、
同
表
の
七
十
三
の
項
中
「
一
万
七
千
円
」
を
「
一
万
五
千
円
」
に
改
め
、
同
表
の
八
十
四
の
項
中
「
二
万
千
四
百
円
」
を
「
二
万
三
千
二
百
円
」
に
、「
二
万
九
百
円
」
を

「
二
万
二
千
七
百
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

初
校

　

徳
島
県
危
機
管
理
環
境
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳　

島　

県　

知　

事　
　
　
　
　

飯　
　
　
　
　

泉　
　
　
　
　

嘉　
　
　
　
　

門

徳
島
県
条
例
第
一
号



徳
島
県
生
活
環
境
保
全
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
生
活
環
境
保
全
条
例
（
平
成
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
一
の
項
中
「
い
お
う
化
合
物
」
を
「
硫
黄
化
合
物
」
に
、「
大
気
汚
染
防
止
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省

通
商
産
業
省
令
第
一
号
）
第
二
条
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

定
し
た
伝
熱
面
積
が
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
一
○
平
方
メ
ー
ト
ル
」
を
「
燃
料
の
燃
焼
能
力
が
重
油
換
算
一
時
間
当
た
り
二
五
リ
ッ
ト
ル
以
上
五
○
リ
ッ
ト
ル
」
に
改
め
る
。

別
表
第
十
二
の
備
考
2
の
三
中
「
大
気
汚
染
防
止
法
施
行
規
則
」
の
下
に
「（
昭
和
四
十
六
年
厚

生

省

通
商
産
業
省
令
第
一
号
）」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

2

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
設
置
又
は
設
置
の
工
事
が
さ
れ
て
い
る
改
正
後
の
徳
島
県
生
活
環
境
保
全
条
例
（
以
下
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。）
別
表
第
二
の
一
の
項
の
要
件
に

該
当
す
る
ボ
イ
ラ
ー
の
う
ち
、
大
気
汚
染
防
止
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚

生

省

通
商
産
業
省
令
第
一
号
）
第
二
条
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
伝
熱
面
積
（
以
下
「
伝
熱
面
積
」

と
い
う
。）
が
五
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
（
以
下
「
既
設
小
型
ボ
イ
ラ
ー
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
条
例
第
六
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
は
、
当
分
の
間
、

適
用
し
な
い
。

初
校

　

徳
島
県
生
活
環
境
保
全
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳　

島　

県　

知　

事　
　
　
　
　

飯　
　
　
　
　

泉　
　
　
　
　

嘉　
　
　
　
　

門

徳
島
県
条
例
第
二
号



3

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
以
後
に
既
設
小
型
ボ
イ
ラ
ー
に
お
い
て
発
生
す
る
ば
い
煙
を
大
気
中
に
排
出
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
条
例
第
十
七

条
の
規
定
は
、
当
分
の
間
、
適
用
し
な
い
。

4

施
行
日
以
後
に
既
設
小
型
ボ
イ
ラ
ー
の
伝
熱
面
積
が
構
造
等
の
変
更
に
よ
り
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
な
っ
た
場
合
は
、
前
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

5

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
大
気
汚
染
防
止
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
又
は
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
改
正
後
の
条
例
別
表

第
二
の
一
の
項
の
要
件
に
該
当
す
る
ボ
イ
ラ
ー
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
及
び
当
該
届
出
を
行
っ
た
者
は
、
改
正
後
の
条
例
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
及
び
当
該
届
出
を
行
っ

た
者
と
み
な
す
。

6

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
改
正
後
の
条
例
第
十
五
条
第
二
項
（
改
正
後
の
条
例
第
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

7

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

初
校



徳
島
県
経
営
戦
略
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
経
営
戦
略
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
徳
島
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
一
の
項
中
「
七
千
円
」
を
「
一
万
四
百
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

初
校

　

徳
島
県
経
営
戦
略
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳　

島　

県　

知　

事　
　
　
　
　

飯　
　
　
　
　

泉　
　
　
　
　

嘉　
　
　
　
　

門

徳
島
県
条
例
第
三
号



職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
二
十
七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
二
十
」
に
、「
百
分
の
百
七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
百
分
の
百
二
十
七
・
五
」
を
「
百

分
の
百
二
十
」
に
、「
百
分
の
七
十
二
・
五
」
を
「
百
分
の
六
十
七
・
五
」
に
、「
百
分
の
百
七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
）」
に
、「
百
分
の
六
十
二
・
五
」
を
「
百
分
の
五
十
七
・
五
）」

に
改
め
る
。

（
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条

一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
一
年
徳
島
県
条
例
第
八
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
二
十
七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
二
十
」
に
、「
百
分
の
百
六
十
七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
六
十
二
・
五
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
令
和
四
年
六
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
に
関
す
る
特
例
措
置
）

2

令
和
四
年
六
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
の
額
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
十
一
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
又
は
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

初
校

　

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
十
八
日
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後
の
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
及
び
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
給
与
条

例
」
と
い
う
。）
第
十
一
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
（
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
徳
島
県
条
例
第
六
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場

合
を
含
む
。）
若
し
く
は
第
十
二
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
四
項
若
し
く
は
第
六
項
、
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
三

年
徳
島
県
条
例
第
五
号
）
第
四
条
第
一
項
又
は
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
徳
島
県
条
例
第
四
十
五
号
）
第
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ

ら
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
期
末
手
当
の
額
（
以
下
「
基
準
額
」
と
い
う
。）
か
ら
、
令
和
三
年
十
二
月
に
支
給
さ
れ
た
期
末
手
当
の
額
に
、
同
月
一
日
（
同
日
前
一
箇
月
以
内
に
退

職
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
退
職
を
し
た
日
）
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
以
下
「
調
整
額
」
と

い
う
。）
を
減
じ
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
調
整
額
が
基
準
額
以
上
と
な
る
と
き
は
、
期
末
手
当
は
、
支
給
し
な
い
。

一

次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

百
二
十
七
・
五
分
の
十
五
（
給
与
条
例
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
幹
部
職
員
（
以
下
「
特
定
幹
部
職
員
」
と
い
う
。）

に
あ
っ
て
は
、
百
七
・
五
分
の
十
五
）

二

給
与
条
例
第
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
再
任
用
職
員

七
十
二
・
五
分
の
十
（
特
定
幹
部
職
員
に
あ
っ
て
は
、
六
十
二
・
五
分
の
十
）

三

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
第
六
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員

百
六
十
七
・
五
分
の
十

3

令
和
三
年
十
二
月
に
徳
島
県
学
校
職
員
給
与
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
四
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
期
末
手
当
を
支
給
さ
れ
た
者
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者

に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
令
和
三
年
十
二
月
に
支
給
さ
れ
た
期
末
手
当
の
額
に
、
同
月
一
日
（
同
日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該

退
職
を
し
た
日
）
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
」
と
あ
る
の
は
、「
徳
島
県
学
校
職
員
給
与
条
例
（
昭
和

二
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
四
号
）
の
適
用
を
受
け
る
者
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者
と
の
権
衡
を
考
慮
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
」
と
す
る
。

（
人
事
委
員
会
へ
の
委
任
）

4

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
が
定
め
る
。

再
校



知
事
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

知
事
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
た
だ
し
書
中
「
百
分
の
百
二
十
七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
二
十
」
に
、「
百
分
の
百
六
十
七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
六
十
二
・
五
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
令
和
四
年
六
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
に
関
す
る
特
例
措
置
）

2

令
和
四
年
六
月
の
知
事
等
（
知
事
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
一
条
に
規
定
す
る
知
事
等
を
い
う
。）
の
期
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
の
改
正
後
の
同
条
例
第
七
条
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
あ
る
の
は
、」
と
あ
る
の
は
「
あ
る
の
は
」
と
、「
し
、
同
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員

の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
四
年
徳
島
県
条
例
第

号
）
附
則
第
二
項
第
一
号
中
「
百
二
十
七
・
五
分
の
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
六
十
七
・
五
分

の
十
」
と
、
同
条
例
附
則
第
三
項
中
「
徳
島
県
学
校
職
員
給
与
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
四
号
）」
と
あ
る
の
は
「
給
与
条
例
」
と
し
、
同
条
第
五
項
並
び
に
同
条
例
附
則

第
三
項
及
び
同
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
例
附
則
第
二
項
」
と
す
る
。

（
規
則
へ
の
委
任
）

3

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

初
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知
事
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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四



職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
徳
島
県
条
例
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
号
イ
()1
を
削
り
、
同
号
イ
()2
中
「
特
定
職
」
を
「
任
命
権
者
を
同
じ
く
す
る
職
（
以
下
「
特
定
職
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
号
イ
()2
を
同
号
イ
()1
と
し
、
同
号
イ
()3
を
同

号
イ
()2
と
す
る
。

第
二
十
一
条
第
二
号
中
「
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
」
を
「
勤
務
日
の
日
数
及
び
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
を
考
慮
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
」
に
改
め
、
同
号
イ
及
び
ロ
を

削
る
。

第
二
十
五
条
を
第
二
十
七
条
と
し
、
第
二
十
四
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
妊
娠
又
は
出
産
等
に
つ
い
て
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
措
置
等
）

第
二
十
五
条

任
命
権
者
は
、
職
員
が
当
該
任
命
権
者
に
対
し
、
当
該
職
員
又
は
そ
の
配
偶
者
が
妊
娠
し
、
又
は
出
産
し
た
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
事
実
を
申
し
出
た
と
き
は
、
当
該

職
員
に
対
し
て
、
育
児
休
業
に
関
す
る
制
度
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
育
児
休
業
の
承
認
の
請
求
に
係
る
当
該
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
面
談
そ
の
他
の
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

任
命
権
者
は
、
職
員
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
職
員
が
不
利
益
な
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置
）

第
二
十
六
条

任
命
権
者
は
、
育
児
休
業
の
承
認
の
請
求
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

職
員
に
対
す
る
育
児
休
業
に
係
る
研
修
の
実
施

二

育
児
休
業
に
関
す
る
相
談
体
制
の
整
備

再
校

　

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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三

そ
の
他
育
児
休
業
に
係
る
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

初
校



徳
島
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
徳
島
県
条
例
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
五
号
13
を
削
り
、
同
条
第
二
項
の
表
十
二
の
項
1
中
「
公
告
又
は
」
を
削
り
、
同
表
七
十
二
の
項
5
を
削
り
、
同
項
6
中
「
5
ま
で
」
を
「
4
ま
で
」
に
改
め
、
同
6

を
同
項
5
と
し
、
同
表
七
十
六
の
項
2
中
「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
、「
及
び
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
項
4
中
「
第
二
十
四
条
第
三
項
第
三
号
」
の
下
に
「（
法
第
百
七
十
五
条
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
項
5
中
「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
の
下
に
「（
法
第
百
七
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、「
同
条
第

二
項
」
を
「
法
第
二
十
五
条
第
二
項
（
法
第
百
七
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
に
改
め
、
同
項
8
中
「
第
四
十
一
条
の
二
第
三
項
」
の
下
に
「（
法
第
百
八
十
七

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、「
同
条
第
四
項
」
を
「
法
第
四
十
一
条
の
二
第
四
項
（
法
第
百
八
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
に
改
め
、
同
項
9
中

「
第
四
十
二
条
」
の
下
に
「（
法
第
百
八
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

21

法
第
百
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
組
合
の
設
立
の
認
可

22

法
第
百
七
十
条
第
一
項
（
法
第
百
八
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
事
業
計
画
の
縦
覧
の
指
示
（
法
第
百
七
十
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用

を
受
け
る
場
合
を
含
む
。）、
同
条
第
二
項
（
法
第
百
八
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
受
理
（
法
第
百
七
十
条
第
五
項
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
場
合
を
含
む
。）
及
び
同
条
第
三
項
（
法
第
百
八
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
事
業
計
画
の
修
正
の
命
令
又
は
意
見
書
を
提

出
し
た
者
へ
の
通
知
（
法
第
百
七
十
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
を
含
む
。）

23

法
第
百
七
十
三
条
第
一
項
（
法
第
百
八
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
組
合
の
設
立
の
認
可
の
公
告
及
び
分
割
実
施
敷
地
に
係
る
団
地
の

名
称
等
を
表
示
す
る
図
書
の
送
付

24

法
第
百
八
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
定
款
又
は
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可

初
校

　

徳
島
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳　

島　

県　

知　

事　
　
　
　
　

飯　
　
　
　
　

泉　
　
　
　
　

嘉　
　
　
　
　

門

徳
島
県
条
例
第
七
号



25

法
第
百
八
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
組
合
の
解
散
の
認
可
及
び
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
組
合
の
設
立
の
認
可
の
取
消
し
又
は
組
合
の
解
散
の
認
可
の
公
告

26

法
第
百
九
十
条
第
一
項
後
段
（
法
第
百
九
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
敷
地
権
利
変
換
計
画
の
認
可

27

法
第
二
百
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
命
令

28

法
第
二
百
十
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
組
合
の
事
業
等
の
状
況
の
検
査
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
組
合
の
し
た
処
分
の
取
消
し
等
の
命
令
、
同
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
る
組
合
の
設
立
の
認
可
の
取
消
し
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
総
会
等
の
招
集
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
理
事
等
の
解
任
の
投
票
の
実
施
及
び
同
条
第
七
項
の
規

定
に
よ
る
議
決
等
の
取
消
し

第
二
条
第
二
項
の
表
八
十
の
項
19
を
削
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
第
一
項
第
五
号
並
び
に
同
条
第
二
項
の
表
十
二
の
項
及
び
八
十
の
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す

る
。

初
校



会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
令
和
元
年
徳
島
県
条
例
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
五
項
中
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
」
を
「
た
だ
し
、
同
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
二
十
」
と
あ
る
の
は
、「
百
分
の
百
二
十
五
」
と
し
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
令
和
四
年
六
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
に
関
す
る
特
例
措
置
）

2

令
和
三
年
十
二
月
に
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
二
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
期
末
手
当
を
支
給
さ
れ
た
者
そ
の
他
の
任
命
権
者
が
定
め
る
者
の
令
和

四
年
六
月
の
期
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
の
改
正
後
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。）
第
九
条
第
五
項
（
新
条
例
第
十
七

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
に
係
る
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
一
般
職
の
任
期
付
研

究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
四
年
徳
島
県
条
例
第

号
）
附
則
第
三
項
に
係
る
」
と
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
、「
百
分
の
百
二
十
五
」
と
あ
る

の
は
「「
百
分
の
百
二
十
五
」
と
、
同
条
例
附
則
第
二
項
中
「
令
和
三
年
十
二
月
に
支
給
さ
れ
た
期
末
手
当
の
額
に
、
同
月
一
日
（
同
日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、

当
該
退
職
を
し
た
日
）
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
」
と
あ
る
の
は
「
給
与
条
例
の
適
用
を
受
け
る
者
そ

の
他
の
任
命
権
者
が
定
め
る
者
と
の
権
衡
を
考
慮
し
て
任
命
権
者
が
定
め
る
」
と
す
る
。

3

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
以
外
の
者
の
令
和
四
年
六
月
の
期
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
の
新
条
例
第
九
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
に
係
る
」
と
あ
る

の
は
、「
並
び
に
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
四
年
徳
島
県
条
例
第

号
）
附
則
第
二

三
校

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
十
八
日
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泉　
　
　
　
　

嘉　
　
　
　
　

門

徳
島
県
条
例
第
八
号

四

四



項
及
び
第
三
項
に
係
る
」
と
す
る
。

（
任
命
権
者
へ
の
委
任
）

4

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
任
命
権
者
が
定
め
る
。

再
校



徳
島
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
徳
島
県
税
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

徳
島
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
徳
島
県
条
例
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
の
十
七
第
一
項
中
「
、
ガ
ス
供
給
業
」
の
下
に
「
の
う
ち
導
管
ガ
ス
供
給
業
」
を
加
え
、「
ガ
ス
供
給
業
を
」
を
「
導
管
ガ
ス
供
給
業
を
」
に
、「
、
保
険
業
及
び
」
を
「
及

び
特
定
ガ
ス
供
給
業
（
同
項
第
四
号
に
規
定
す
る
特
定
ガ
ス
供
給
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
保
険
業
並
び
に
」
に
、「
第
四
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
ハ
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

ハ

各
事
業
年
度
の
所
得
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額

第
二
十
条
の
十
七
第
二
項
中
「
ガ
ス
供
給
業
」
を
「
導
管
ガ
ス
供
給
業
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
も
の
」
の
下
に
「（
法
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
法
人
を

除
く
。）」
を
加
え
、
同
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
そ
の
他
」
を
「
特
別
法
人
以
外
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
を
同
条
第
五

項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

4

特
定
ガ
ス
供
給
業
に
対
す
る
事
業
税
の
額
は
、
次
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
と
す
る
。

一

各
事
業
年
度
の
収
入
金
額
に
百
分
の
○
・
四
八
を
乗
じ
て
得
た
金
額

二

各
事
業
年
度
の
付
加
価
値
額
に
百
分
の
○
・
七
七
を
乗
じ
て
得
た
金
額

三

各
事
業
年
度
の
資
本
金
等
の
額
に
百
分
の
○
・
三
二
を
乗
じ
て
得
た
金
額

第
二
十
条
の
十
八
第
二
項
第
一
号
中
「
及
び
第
三
号
」
を
「
か
ら
第
四
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
ガ
ス
供
給
業
」
を
「
導
管
ガ
ス
供
給
業
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

再
校

　

徳
島
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
十
八
日
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門

徳
島
県
条
例
第
九
号



四

特
定
ガ
ス
供
給
業

第
二
十
条
の
二
十
四
の
二
中
「
第
七
十
三
条
の
十
四
第
十
一
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
」
を
「
第
七
十
三
条
の
十
四
第
十
二
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
七
項
中
「
同
条
第
四
項
第
二
号
」
を
「
同
条
第
五
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
八
項
中
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
十
一
項
中
「
第
五
十
二
条
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
五
十
二
条
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

（
徳
島
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条

徳
島
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
二
年
徳
島
県
条
例
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
う
ち
徳
島
県
税
条
例
第
二
十
条
の
十
五
の
改
正
規
定
中
「
同
条
第
六
十
三
項
」
を
「
同
条
第
六
十
五
項
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

2

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
徳
島
県
税
条
例
第
二
十
条
の
十
七
及
び
第
二
十
条
の
十
八
第
二
項
並
び
に
附
則
第
十
七
項
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
に
開
始
す
る
事

業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
規
則
へ
の
委
任
）

3

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
規
則
で
定
め
る
。

四
校



図
書
館

博
物
館

美
術
館

二
十
一
世
紀
館

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
集
会
等
の
た
め
の
用
具

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
文
化
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
文
化
施
設
条
例
（
平
成
二
年
徳
島
県
条
例
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
二
中
「
照
明
等
」
の
下
に
「
及
び
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
集
会
等
」
を
、「
又
は
夜
間
」
の
下
に
「（
集
会
室
一
、
集
会
室
二
、
博
物
館
講
座
室
及
び
美
術
館
講
座
室
に
あ
っ

て
は
、
午
前
又
は
午
後
）」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
徳
島
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
）

2

徳
島
県
都
市
公
園
条
例
（
昭
和
三
十
三
年
徳
島
県
条
例
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
の
項
中
「
徳
島
県
立
博
物
館
」
を
「
徳
島
県
立
図
書
館

徳
島
県
立
博
物
館
」
に
、「
照
明
等
」
を
「
照
明
等
及
び
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し

三
校

　

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
文
化
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
十
八
日
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門

徳
島
県
条
例
第
十
号



た
集
会
等
」
に
改
め
る
。

初
校



東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
徳
島
未
来
創
造
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
徳
島
未
来
創
造
基
金
条
例
（
平
成
三
十
年
徳
島
県
条
例
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
未
来
創
生
基
金
条
例

第
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
設
置
）

第
一
条

県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
及
び
文
化
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
参
加
す
る
社
会
的
機
運
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
の
国
際

競
技
大
会
の
成
果
を
継
承
し
、
本
県
の
ス
ポ
ー
ツ
及
び
文
化
を
振
興
す
る
こ
と
に
よ
り
、
活
力
あ
る
徳
島
の
未
来
を
創
生
す
る
事
業
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
た
め
、
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ

・
文
化
未
来
創
生
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。）
を
設
置
す
る
。

附
則
第
二
項
を
削
り
、
附
則
第
一
項
の
項
番
号
を
削
る
。

附

則

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

2

改
正
前
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
徳
島
未
来
創
造
基
金
条
例
に
よ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
徳
島
未
来
創
造
基
金
は
、
改
正
後
の
徳
島
県
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
未
来
創
生
基
金
条
例
に
よ
る
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
未
来
創
生
基
金
と
み
な
す
。

再
校

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
徳
島
未
来
創
造
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳　

島　

県　

知　

事　
　
　
　
　

飯　
　
　
　
　

泉　
　
　
　
　

嘉　
　
　
　
　

門

徳
島
県
条
例
第
十
一
号



徳
島
県
国
民
健
康
保
険
財
政
安
定
化
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
国
民
健
康
保
険
財
政
安
定
化
基
金
条
例
（
平
成
二
十
八
年
徳
島
県
条
例
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
八
十
一
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
八
十
一
条
の
二
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
及
び
同
条
第
二
項
」
を
「
並
び
に
同
条
第
二
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
項
中
「
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
二
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

初
校

　

徳
島
県
国
民
健
康
保
険
財
政
安
定
化
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳　

島　

県　

知　

事　
　
　
　
　

飯　
　
　
　
　

泉　
　
　
　
　

嘉　
　
　
　
　

門

徳
島
県
条
例
第
十
二
号



徳
島
県
商
工
労
働
観
光
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
商
工
労
働
観
光
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
徳
島
県
条
例
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
五
の
項
中
「
二
千
百
円
」
を
「
二
千
七
百
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

初
校

　

徳
島
県
商
工
労
働
観
光
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳　

島　

県　

知　

事　
　
　
　
　

飯　
　
　
　
　

泉　
　
　
　
　

嘉　
　
　
　
　

門

徳
島
県
条
例
第
十
三
号



徳
島
県
農
林
水
産
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
農
林
水
産
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
徳
島
県
条
例
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
三
十
二
の
五
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

三
十
二
の
六

畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
畜
舎
建
築
利
用
計
画
の
認
定
の
申
請
に
対
す
る
審
査

イ

畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に

関
す
る
法
律
第
三
条
第
三
項
第
四
号
の
規

定
に
適
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
審
査

畜
舎
等
（
床
面
積
が
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
も
の
に
限
る
。）
の
床
面
積
の

合
計
が
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
と
き

は
十
四
万
円
、
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
と
き
は
二

十
四
万
円
、
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
と
き
は
四
十
六
万
円

ロ

畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に

関
す
る
法
律
第
三
条
第
三
項
第
五
号
の
規

定
に
適
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
審
査

三
校

　

徳
島
県
農
林
水
産
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳　

島　

県　

知　

事　
　
　
　
　

飯　
　
　
　
　

泉　
　
　
　
　

嘉　
　
　
　
　

門

徳
島
県
条
例
第
十
四
号



三
十
二
の
七

畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
畜
舎
建
築
利
用
計
画
の
認
定
に

関
す
る
証
明
書
の
交
付

三
十
二
の
八

畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
認
定
畜
舎
建
築
利
用
計
画
の

変
更
の
認
定
の
申
請
に
対
す
る
審
査

七
千
円

四
百
十
円

イ

畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に

関
す
る
法
律
第
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
三
条
第
三
項
第
四
号
の
規

定
に
適
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
審
査

次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次

に
定
め
る
金
額
（
次
に
掲
げ
る
区
分
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

()1
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
()2
に
よ
り
算
定

し
た
額
と
の
合
計
額
）

()1

認
定
畜
舎
等
（
認
定
畜
舎
建
築
利
用

計
画
の
変
更
後
の
床
面
積
が
三
千
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
の
建
築

等
を
す
る
場
合
は
、
当
該
計
画
の
変
更

に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
二
分
の
一

（
床
面
積
が
増
加
す
る
部
分
に
あ
っ
て

は
、
当
該
増
加
す
る
部
分
の
床
面
積
）

の
合
計
が
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の

と
き
は
五
千
円
、
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
と
き

は
九
千
円
、
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
と
き
は
一

万
四
千
円
、
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

三
校



三
十
二
の
九

畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
畜
舎
建
築
利
用
計
画
の
変

え
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
と
き
は

一
万
九
千
円
、
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
と
き
は

三
万
四
千
円
、
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
と
き
は

四
万
八
千
円
、
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
と
き

は
十
四
万
円
、
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
と
き

は
二
十
四
万
円
、
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
と
き
は
四
十
六
万
円
（
当
該

計
画
の
変
更
前
の
床
面
積
が
三
千
平
方

メ
ー
ト
ル
以
下
の
認
定
畜
舎
等
の
建
築

等
を
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
額
に

十
四
万
円
を
加
算
し
た
額
）

()2

認
定
畜
舎
等
の
移
転
又
は
修
繕
を
す

る
場
合
は
、
認
定
畜
舎
建
築
利
用
計
画

の
変
更
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
二
分

の
一
を
()1
に
定
め
る
床
面
積
の
二
分
の

一
と
み
な
し
て
()1
に
よ
り
算
定
し
た
額

ロ

畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に

関
す
る
法
律
第
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
三
条
第
三
項
第
五
号
の
規

定
に
適
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
審
査

七
千
円

四
百
十
円

三
校



更
の
認
定
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付

三
十
二
の
十

畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
工
事
完
了
の
届
出
に
関
す
る
証

明
書
の
交
付

三
十
二
の
十
一

畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
く
仮
使
用
の
認
定

の
申
請
に
対
す
る
審
査

三
十
二
の
十
二

畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
認
定
畜
舎
等
の
譲
渡
及
び

譲
受
け
の
認
可
の
申
請
に
対
す
る
審
査

三
十
二
の
十
三

畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
認
定
計
画
実
施
者
で
あ
る

法
人
の
合
併
の
認
可
の
申
請
に
対
す
る
審
査

三
十
二
の
十
四

畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
認
定
計
画
実
施
者
で
あ
る

法
人
の
分
割
の
認
可
の
申
請
に
対
す
る
審
査

三
十
二
の
十
五

畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
三
年
農
林
水
産
省

国
土
交
通
省
令
第
六
号
）
第
四
十
八

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
畜
舎
等
の
認
定
の
申
請
に
対
す
る
審
査

四
百
十
円

十
二
万
円

七
千
円

七
千
円

七
千
円

二
万
七
千
円

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

四
校



畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
三
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と

す
る
。

（
気
候
又
は
風
土
の
特
殊
性
に
よ
る
制
限
の
付
加
）

第
二
条

勾
配
が
三
十
度
以
上
の
傾
斜
地
で
あ
っ
て
そ
の
高
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
（
以
下
単
に
「
崖
」
と
い
う
。）
の
上
端
に
続
く
地
盤
面
に
お
い
て
崖
の
下
端
か
ら
の
水
平
距

離
が
崖
の
高
さ
の
一
・
七
五
倍
以
内
の
位
置
（
以
下
「
上
端
面
の
位
置
」
と
い
う
。）
に
畜
舎
等
の
建
築
等
を
す
る
場
合
、
崖
の
下
端
に
続
く
地
盤
面
に
お
い
て
崖
の
上
端
か
ら
の
水
平

距
離
が
崖
の
高
さ
の
一
・
七
五
倍
以
内
の
位
置
（
以
下
「
下
端
面
の
位
置
」
と
い
う
。）
に
畜
舎
等
の
建
築
等
を
す
る
場
合
及
び
崖
に
畜
舎
等
の
建
築
等
を
す
る
場
合
に
は
、
崖
の
形
状

又
は
土
質
に
応
じ
て
、
崖
に
擁
壁
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
上
端
面
の
位
置
若
し
く
は
崖
に
畜
舎
等
の
建
築
等
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
畜
舎
等
の
基
礎
が
崖
に
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
き
、
又
は
下
端
面
の
位
置
に
畜
舎
等
の
建
築
等
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
畜
舎
等
の
う
ち
崖
崩
れ
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
主
要
構
造
部
を
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と
し
た
と
き
若
し
く
は
崖
と
当
該
畜
舎
等
と
の
間
に
適
当
な
流
土
留
め
を
設
け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

2

上
端
面
の
位
置
に
畜
舎
等
の
建
築
等
を
す
る
場
合
に
は
、
崖
の
上
端
に
沿
っ
て
排
水
溝
を
設
け
る
等
、
崖
へ
の
流
水
又
は
浸
水
を
防
止
す
る
た
め
の
安
全
上
適
当
な
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
敷
地
と
道
路
と
の
関
係
に
関
す
る
制
限
の
付
加
）

第
三
条

都
市
計
画
区
域
（
法
第
三
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
市
街
化
区
域
及
び
用
途
地
域
を
除
く
。）
内
に
お
け
る
床
面
積
（
同
一
敷
地
内
に
二
以
上
の
畜
舎
等
が
あ
る
場
合
に
あ

再
校

　

畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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っ
て
は
、
そ
の
床
面
積
の
合
計
）
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
畜
舎
等
の
敷
地
は
、
道
路
（
畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
三
年
農
林
水
産
省

国
土
交
通
省

令
第
六
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
の
道
路
を
い
う
。）
に
四
メ
ー
ト
ル
以
上
接
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
敷
地
の
周
囲
に
広
い
空
地
を
有
す
る
畜
舎
等
そ
の
他
こ
れ

と
同
様
の
状
況
に
あ
る
畜
舎
等
で
知
事
が
交
通
上
、
安
全
上
、
防
火
上
及
び
衛
生
上
支
障
が
な
い
と
認
め
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

再
校



徳
島
県
県
土
整
備
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
県
土
整
備
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
徳
島
県
条
例
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
三
十
三
の
十
六
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

三
十
三
の
十
七

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
九

号
）
第
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
に
関
す
る
計
画
（
三
十
三
の
十
八
の
項

及
び
三
十
三
の
十
九
の
項
に
お
い
て
「
管
理
計
画
」
と
い
う
。）
の
認
定
の
申
請
に
対
す
る
審
査

三
十
三
の
十
八

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
五
条
の
六
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
管
理
計
画
の
認
定
の
更
新
の
申
請
に
対
す
る
審
査

三
十
三
の
十
九

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
五
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
管
理
計
画
の
変
更
の
認
定
の
申
請
に
対
す
る
審
査

1

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
五
条

の
四
各
号
に
掲
げ
る
基
準
（
県
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
指
針
に

係
る
基
準
を
除
く
。）
に
つ
い
て
同
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
規

定
す
る
指
定
登
録
機
関
が
そ
の
適
合
を
証
す
る
書
類
（
三
十
三
の

十
八
の
項
に
お
い
て
「
適
合
証
」
と
い
う
。）
の
添
付
が
あ
る
場

合

三
千
八
百
円

2

そ
の
他
の
場
合

二
万
六
千
円

1

更
新
後
の
管
理
計
画
に
係
る
適
合
証
の
添
付
が
あ
る
場
合

三

千
八
百
円

2

そ
の
他
の
場
合

二
万
六
千
円

一
万
三
千
円

初
校

　

徳
島
県
県
土
整
備
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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別
表
第
一
の
三
十
四
の
項
中
「
、
第
六
十
三
条
第
三
項
第
五
号
イ
若
し
く
は
第
六
十
八
条
の
六
十
九
第
三
項
第
五
号
イ
」
を
「
若
し
く
は
第
六
十
三
条
第
三
項
第
五
号
イ
」
に
改
め
、
同

表
の
三
十
五
の
項
中
「
、
第
六
十
三
条
第
三
項
第
六
号
若
し
く
は
第
六
十
八
条
の
六
十
九
第
三
項
第
六
号
」
を
「
若
し
く
は
第
六
十
三
条
第
三
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
表
の
九
十
三
の
項

中
「
七
千
円
」
を
「
八
千
二
百
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

三
校



徳
島
県
学
校
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
学
校
職
員
定
数
条
例
（
平
成
二
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
の
表
県
立
学
校
の
職
員
の
項
中
「
二
、
六
○
八
人
」
を
「
二
、
六
○
七
人
」
に
改
め
、
同
表
県
費
負
担
教
職
員
の
項
中
「
四
、
七
九
六
人
」
を
「
四
、
七
六
○
人
」
に
改

め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

初
校

　

徳
島
県
学
校
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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徳
島
県
学
校
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
学
校
職
員
給
与
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
二
十
七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
二
十
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
百
分
の
百
二
十
七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
二
十
」
に
、「
百
分
の
七
十
二
・
五
」

を
「
百
分
の
六
十
七
・
五
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
令
和
四
年
六
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
に
関
す
る
特
例
措
置
）

2

令
和
四
年
六
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
の
額
は
、
改
正
後
の
徳
島
県
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

及
び
徳
島
県
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
（
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
徳
島
県
条
例
第
六
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
若
し
く
は
第
十
六
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
四
項
若
し
く
は
第
六
項
、
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例

（
昭
和
六
十
三
年
徳
島
県
条
例
第
五
号
）
第
四
条
第
一
項
又
は
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
徳
島
県
条
例
第
四
十
五
号
）
第
四
条
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
期
末
手
当
の
額
（
以
下
「
基
準
額
」
と
い
う
。）
か
ら
、
令
和
三
年
十
二
月
に
支
給
さ
れ
た
期
末
手
当
の
額
に
、
同
月
一
日
（
同
日
前
一

箇
月
以
内
に
退
職
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
退
職
を
し
た
日
）に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
学
校
職
員
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額（
以

下
「
調
整
額
」
と
い
う
。）
を
減
じ
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
調
整
額
が
基
準
額
以
上
と
な
る
と
き
は
、
期
末
手
当
は
、
支
給
し
な
い
。

一

次
号
に
掲
げ
る
学
校
職
員
以
外
の
学
校
職
員

百
二
十
七
・
五
分
の
十
五

再
校

　

徳
島
県
学
校
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
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る
条
例
を
こ
こ
に
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る
。
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二

徳
島
県
学
校
職
員
給
与
条
例
第
五
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
再
任
用
学
校
職
員

七
十
二
・
五
分
の
十

3

令
和
三
年
十
二
月
に
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
二
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
期
末
手
当
を
支
給
さ
れ
た
者
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者

に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
令
和
三
年
十
二
月
に
支
給
さ
れ
た
期
末
手
当
の
額
に
、
同
月
一
日
（
同
日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該

退
職
を
し
た
日
）
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
学
校
職
員
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
」
と
あ
る
の
は
、「
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭

和
二
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
二
号
）
の
適
用
を
受
け
る
者
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者
と
の
権
衡
を
考
慮
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
」
と
す
る
。

（
人
事
委
員
会
へ
の
委
任
）

4

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
が
定
め
る
。

再
校



徳
島
県
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
令
和
元
年
徳
島
県
条
例
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
五
項
中
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
」
を
「
た
だ
し
、
同
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
二
十
」
と
あ
る
の
は
、「
百
分
の
百
二
十
五
」
と
し
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
令
和
四
年
六
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
に
関
す
る
特
例
措
置
）

2

令
和
三
年
十
二
月
に
徳
島
県
学
校
職
員
給
与
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
四
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
期
末
手
当
を
支
給
さ
れ
た
者
そ
の
他
の
徳
島
県
教
育
委
員
会
が
定
め
る

者
の
令
和
四
年
六
月
の
期
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
の
改
正
後
の
徳
島
県
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。）
第
十
条
第

五
項
（
新
条
例
第
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
に
係
る
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
徳
島
県
学
校
職
員
給
与
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
四
年
徳
島
県
条
例
第

号
）
附
則
第
三
項
に
係
る
」
と
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
、「
百
分
の
百
二
十
五
」
と
あ
る
の
は
「「
百
分
の
百
二
十
五
」
と
、
同

条
例
附
則
第
二
項
中
「
令
和
三
年
十
二
月
に
支
給
さ
れ
た
期
末
手
当
の
額
に
、
同
月
一
日
（
同
日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
退
職
を
し
た
日
）
に
お
け
る
次
の

各
号
に
掲
げ
る
学
校
職
員
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
」
と
あ
る
の
は
「
徳
島
県
学
校
職
員
給
与
条
例
の
適
用
を
受
け
る
者
そ
の
他
の
徳
島
県

教
育
委
員
会
が
定
め
る
者
と
の
権
衡
を
考
慮
し
て
徳
島
県
教
育
委
員
会
が
定
め
る
」
と
す
る
。

3

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
以
外
の
者
の
令
和
四
年
六
月
の
期
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
の
新
条
例
第
十
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
に
係
る
」
と
あ
る

の
は
、「
並
び
に
徳
島
県
学
校
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
四
年
徳
島
県
条
例
第

号
）
附
則
第
二
項
及
び
第
三
項
に
係
る
」
と
す
る
。

三
校

　

徳
島
県
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳　

島　

県　

知　

事　
　
　
　
　

飯　
　
　
　
　

泉　
　
　
　
　

嘉　
　
　
　
　

門

徳
島
県
条
例
第
十
九
号

十
八

十
八



（
徳
島
県
教
育
委
員
会
へ
の
委
任
）

4

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
徳
島
県
教
育
委
員
会
が
定
め
る
。

初
校



徳
島
県
地
方
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
徳
島
県
地
方
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

徳
島
県
地
方
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
徳
島
県
条
例
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
二
十
七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
二
十
」
に
、「
百
分
の
百
七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
百
分
の
百
二
十
七
・
五
」
を
「
百

分
の
百
二
十
」
に
、「
百
分
の
七
十
二
・
五
」
を
「
百
分
の
六
十
七
・
五
」
に
、「
百
分
の
百
七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
）」
に
、「
百
分
の
六
十
二
・
五
」
を
「
百
分
の
五
十
七
・
五
）」

に
改
め
る
。

（
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条

一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
一
年
徳
島
県
条
例
第
八
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
三
項
中
「
百
分
の
百
二
十
七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
二
十
」
に
、「
百
分
の
百
六
十
七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
六
十
二
・
五
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
令
和
四
年
六
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
に
関
す
る
特
例
措
置
）

初
校

　

徳
島
県
地
方
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
十
八
日
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島
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例
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二
十
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2

令
和
四
年
六
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
の
額
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
徳
島
県
地
方
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
十
八
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
又
は
第
二
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
及
び
徳
島
県
地
方
警
察
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
給
与
条
例
」
と
い
う
。）
第
十
八
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
（
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
徳
島
県
条
例
第
六
号
）
第
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
又
は
第
十
九
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
四
項
若
し
く
は
第
六
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
期
末

手
当
の
額
（
以
下
「
基
準
額
」
と
い
う
。）
か
ら
、
令
和
三
年
十
二
月
に
支
給
さ
れ
た
期
末
手
当
の
額
に
、
同
月
一
日
（
同
日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
退
職

を
し
た
日
）
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
警
察
職
員
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
以
下
「
調
整
額
」
と
い
う
。）
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
調
整
額
が
基
準
額
以
上
と
な
る
と
き
は
、
期
末
手
当
は
、
支
給
し
な
い
。

一

次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
警
察
職
員
以
外
の
警
察
職
員

百
二
十
七
・
五
分
の
十
五
（
給
与
条
例
第
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
幹
部
警
察
職
員
（
以
下
「
特
定
幹
部
警
察

職
員
」
と
い
う
。）
に
あ
っ
て
は
、
百
七
・
五
分
の
十
五
）

二

給
与
条
例
第
五
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
再
任
用
警
察
職
員

七
十
二
・
五
分
の
十
（
特
定
幹
部
警
察
職
員
に
あ
っ
て
は
、
六
十
二
・
五
分
の
十
）

三

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
第
六
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
警
察
職
員

百
六
十
七
・
五
分
の
十

3

令
和
三
年
十
二
月
に
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
二
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
期
末
手
当
を
支
給
さ
れ
た
者
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者

に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
令
和
三
年
十
二
月
に
支
給
さ
れ
た
期
末
手
当
の
額
に
、
同
月
一
日
（
同
日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該

退
職
を
し
た
日
）
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
警
察
職
員
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
」
と
あ
る
の
は
、「
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭

和
二
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
二
号
）
の
適
用
を
受
け
る
者
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者
と
の
権
衡
を
考
慮
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
」
と
す
る
。

（
人
事
委
員
会
へ
の
委
任
）

4

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
が
定
め
る
。

三
校



徳
島
県
会
計
年
度
任
用
警
察
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
会
計
年
度
任
用
警
察
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
令
和
元
年
徳
島
県
条
例
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
五
項
中
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
」
を
「
た
だ
し
、
同
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
二
十
」
と
あ
る
の
は
、「
百
分
の
百
二
十
五
」
と
し
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
令
和
四
年
六
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
に
関
す
る
特
例
措
置
）

2

令
和
三
年
十
二
月
に
徳
島
県
地
方
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
徳
島
県
条
例
第
二
十
七
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
期
末
手
当
を
支
給
さ
れ
た
者
そ
の
他
の
任
命
権

者
が
定
め
る
者
の
令
和
四
年
六
月
の
期
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
の
改
正
後
の
徳
島
県
会
計
年
度
任
用
警
察
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。）

第
九
条
第
五
項
（
新
条
例
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
に
係
る
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
徳
島
県
地
方
警
察
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
四
年
徳
島
県
条
例
第

号
）
附
則
第
三
項
に
係
る
」
と
、
同

項
た
だ
し
書
中
「
、「
百
分
の
百
二
十
五
」
と
あ
る
の
は
「「
百
分
の
百
二
十
五
」
と
、
同
条
例
附
則
第
二
項
中
「
令
和
三
年
十
二
月
に
支
給
さ
れ
た
期
末
手
当
の
額
に
、
同
月
一
日
（
同

日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
退
職
を
し
た
日
）
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
警
察
職
員
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得

た
」
と
あ
る
の
は
「
給
与
条
例
の
適
用
を
受
け
る
者
そ
の
他
の
任
命
権
者
が
定
め
る
者
と
の
権
衡
を
考
慮
し
て
任
命
権
者
が
定
め
る
」
と
す
る
。

3

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
以
外
の
者
の
令
和
四
年
六
月
の
期
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
の
新
条
例
第
九
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
に
係
る
」
と
あ
る

の
は
、「
並
び
に
徳
島
県
地
方
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
四
年
徳
島
県
条
例
第

三
校

　

徳
島
県
会
計
年
度
任
用
警
察
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
十
八
日
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号
）
附
則
第
二
項
及
び
第
三
項
に
係
る
」
と
す
る
。

（
任
命
権
者
へ
の
委
任
）

4

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
任
命
権
者
が
定
め
る
。

再
校

十



徳
島
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
徳
島
県
条
例
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
四
十
五
の
項
中
「
千
八
百
円
」
を
「
千
六
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
五
十
五
の
項
の
1
の
㈡
中
「
道
路
交
通
法
施
行
令
」
の
下
に
「（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
七
十
号
）」

を
加
え
、
同
表
の
五
十
九
の
項
中
「
、
第
百
一
条
の
二
第
一
項
又
は
第
百
一
条
の
二
の
二
第
一
項
」
を
「
又
は
第
百
一
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
の
五
十
九
の
二
の
項
中
「
第
百
一

条
の
二
の
二
」
を
「
第
百
一
条
の
二
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
の
五
十
九
の
四
の
項
中
「
の
規
定
」
を
「
若
し
く
は
ロ
、
第
百
一
条
の
四
第
二
項
又
は
第
百
一
条
の
七
第
一
項
の
規
定
」

に
、「
七
百
五
十
円
」
を
「
千
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
の
五
十
九
の
五
の
項
中
「
の
規
定
に
基
づ
く
」
を
「
若
し
く
は
ロ
、
第
百
一
条
の
四
第
二
項
又
は
第
百
一
条
の
七
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
」
に
、「
千
四
百
円
」
を
「
千
四
百
五
十
円
」
に
、「
八
百
円
」
を
「
千
二
百
円
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
五
十
九
の
六
の
項
と
し
、
同
表
の
五
十
九
の
四
の
項
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

五
十
九
の
五

道
路
交
通
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
若
し
く
は
ハ
又
は
第
百
一
条
の
四
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
く
運
転
技
能
検
査

三
千
五
百
五
十
円

別
表
第
一
の
六
十
の
項
中
「
の
規
定
」
を
「
又
は
第
九
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
」
に
改
め
、
同
表
の
七
十
六
の
項
の
3
中
「（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
七
十
号
）」
を
削
り
、
同

表
の
七
十
七
の
項
の
1
及
び
2
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

1

道
路
交
通
法
第
七
十
一
条
の
五
第
三
項
に
規
定
す
る
普
通
自
動
車
対
応
免
許
（
以
下
こ
の
項
及
び
八
十
の
項
に
お
い
て
「
普
通
自
動
車
対
応
免
許
」
と
い
う
。）
を
受
け
て
い

る
者
（
同
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
者
並
び
に
同
法
第
百
一
条
の
四
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。）
に
対
す
る
講
習

六
千
四

百
五
十
円

三
校

　

徳
島
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳　

島　

県　

知　

事　
　
　
　
　

飯　
　
　
　
　

泉　
　
　
　
　

嘉　
　
　
　
　

門

徳
島
県
条
例
第
二
十
二
号



2

普
通
自
動
車
対
応
免
許
を
受
け
て
い
る
者
（
道
路
交
通
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
若
し
く
は
ハ
に
掲
げ
る
者
又
は
同
法
第
百
一
条
の
四
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
者
に
限
る
。）
又
は
第
一
種
運
転
免
許
若
し
く
は
第
二
種
運
転
免
許
で
あ
っ
て
普
通
自
動
車
対
応
免
許
以
外
の
も
の
の
み
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
講
習

二
千
九
百

円
別
表
第
一
の
七
十
七
の
項
の
3
か
ら
6
ま
で
を
削
り
、
同
表
の
七
十
八
の
二
の
項
中
「
二
千
円
」
を
「
二
千
二
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

七
十
八
の
三

道
路
交
通
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
五
号
の
規
定
に
基
づ
く
講
習

講
習
一
時
間
に
つ
い
て
二
千
円

別
表
第
一
の
七
十
九
の
項
中
「
又
は
第
十
三
号
」
を
「
、
第
十
三
号
又
は
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
表
の
七
十
九
の
二
の
項
を
削
り
、
同
表
の
八
十
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

八
十

道
路
交
通
法
第
百
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
講
習

1

道
路
交
通
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
の
国

家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
講
習

㈠

普
通
自
動
車
対
応
免
許
を
受
け
て
い
る
者
（
道
路
交

通
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
及
び
ハ
に
掲

げ
る
者
並
び
に
同
法
第
百
一
条
の
四
第
三
項
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。）
に
対
す
る
講
習

六
千

四
百
五
十
円

㈡

普
通
自
動
車
対
応
免
許
を
受
け
て
い
る
者
（
道
路
交

通
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
若
し
く
は
ハ

に
掲
げ
る
者
又
は
同
法
第
百
一
条
の
四
第
三
項
の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
者
に
限
る
。）
又
は
第
一
種
運
転
免

許
若
し
く
は
第
二
種
運
転
免
許
で
あ
っ
て
普
通
自
動
車

対
応
免
許
以
外
の
も
の
の
み
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す

る
講
習

二
千
九
百
円

2

道
路
交
通
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
ホ
の
国

家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
講
習

千
三
百
五
十
円

再
校



別
表
第
一
の
八
十
の
二
の
項
を
削
る
。

別
表
第
二
の
二
の
項
中
「
及
び
七
十
五
の
項
」
を
「
、
七
十
五
の
項
及
び
七
十
八
の
二
の
項
」
に
改
め
る
。

附

則

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
五
月
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

別
表
第
一
の
五
十
五
の
項
、
五
十
九
の
項
、
五
十
九
の
二
の
項
及
び
七
十
六
の
項
の
改
正
規
定

公
布
の
日

二

別
表
第
一
の
四
十
五
の
項
の
改
正
規
定

令
和
四
年
四
月
一
日

2

道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
四
十
二
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
者
に
対
す
る
改
正

後
の
別
表
第
一
の
五
十
九
の
四
の
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
道
路
交
通
法
」
と
あ
る
の
は
「
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
四
十
二
号
）

附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
に
よ
る
改
正
前
の
道
路
交
通
法
」
と
、「
ロ
、」
と
あ
る
の
は
「
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
に
よ
る
改
正
前
の
道
路
交
通
法
」
と
、「
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
道
路
交
通
法
」
と
す
る
。

3

道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
者
に
対
す
る
改
正
後
の
別
表
第
一
の
七
十
七
の
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
項
の
1
中
「
者
（
同
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
者
並
び
に
同
法
第
百
一
条
の
四
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。）」
と
あ

る
の
は
「
者
」
と
、
同
項
の
2
中
「
普
通
自
動
車
対
応
免
許
を
受
け
て
い
る
者
（
道
路
交
通
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
若
し
く
は
ハ
に
掲
げ
る
者
又
は
同
法
第
百
一
条
の
四

第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
に
限
る
。）
又
は
第
一
種
運
転
免
許
若
し
く
は
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
種
運
転
免
許
又
は
」
と
す
る
。

再
校
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